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「
立
春
」
と
共
に
、
福
寿
草
、

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
が
一
斉
に
咲
き
揃

い
、
梅
林
か
ら
ウ
グ
イ
ス
の
声

便
り
が
届
き
ま
す
。
二
月
十
六

日
に
は
、
県
内
に
て
「
春
一
番
」

が
吹
き
、
春
の
訪
れ
も
間
近
い

よ
う
で
す
。

　

米
国
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
続
き
、「
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
世
界
中

を
脅
か
し
、
関
連
業
界
は
打
撃

を
被
っ
て
お
り
、
早
期
の
終
息

を
願
う
も
の
で
す
。

　

今
年
も
確
定
申
告
が
始
ま
り
、

皆
様
に
は
諸
準
備
中
か
と
察
し

ま
す
。
先
に
ご
案
内
し
た
よ
う

に
、
十
五
年
の
課
税
売
上
高
が

一
千
万
円
を
超
え
る
方
は
、
十

七
年
か
ら
消
費
税
の
申
告
・
納

税
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。
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研
鑽
に
心
が
け
下
さ
い
。
ま
た
、
後
継

牛
の
確
保
を
安
定
的
に
図
る
た
め
、
育

成
牛
保
有
率
の
向
上
に
努
め
下
さ
い
。

　

先
に
、
平
成
十
五
年
一
月
〜
十
二
月

ま
で
の
乳
代
集
計
表
を
送
付
致
し
ま
し

た
の
で
、
過
年
の
反
省
と
次
年
度
計
画

目
標
の
樹
立
に
当
た
っ
て
活
用
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
集
計
結
果
を
見

ま
す
と
、
組
合
の
平
均
及
び
傾
向
に
つ

い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

　

生
乳
生
産
実
績
は
、
二
十
七
戸
の
出

荷
戸
数
減
等
に
よ
り
、
二
、
七
三
九
ｔ

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
経
産
牛
一
頭

当
乳
量
の
伸
び
と
一
戸
当
飼
養
頭
数
の

増
加
に
支
え
ら
れ
、
最
小
限
の
減
産
に

止
ま
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

皆
さ
ん
の
経
営
向
上
に
対
す
る
熱
意
と

努
力
の
結
果
と
察
し
ま
す
。
支
所
別
に

見
ま
す
と
、
県
南
支
所
が
約
二
万
㎏
増

と
な
り
、
飼
養
頭
数
に
比
例
し
生
産
が

伸
び
て
お
り
ま
す
。

　

乳
代
の
基
準
乳
価
は
、
十
四
年
と
比

較
し
四
〇
銭
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

乳
質
向
上
に
よ
る
加
算
分（
約
四
〇
銭
）

を
加
え
ま
す
と
一
㎏
当
り
八
〇
銭
向
上

し
ま
し
た
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

乳
質
に
つ
い
て
は
、
前
年
と
比
較
し

ま
す
と
、
無
脂
乳
固
形
分
が
約
〇
・
一

％
向
上
し
、
脂
肪
率
・
細
胞
数
に
つ
い

て
も
向
上
し
て
お
り
、
乳
質
管
理
の
成

果
を
感
じ
ま
す
。

　

飼
養
頭
数
は
、
前
年
と
比
較
す
る
と

約
八
百
六
十
頭
減
少
し
、
総
頭
数
約
三

万
九
千
頭
と
な
り
、
酪
農
中
止
者
の
増

加
及
び
初
妊
牛
が
高
騰
す
る
な
ど
、
悪

条
件
の
中
で
増
産
が
困
難
だ
っ
た
事
を

裏
付
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
各
人
の
増
産
意
欲
に
よ
り
、
一
戸
当

り
の
飼
養
頭
数
は
若
干
の
増
頭
が
出
来

ま
し
た
。

　

経
産
牛
一
頭
当
り
の
乳
量
は
七
、
七

〇
一
㎏
と
、
前
年
よ
り
約
九
〇
㎏
増
加

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
戸
当
り
の

生
産
量
は
、
一
戸
当
増
頭
と
個
体
能
力

の
向
上
に
よ
り
六
、
四
七
四
㎏
の
増
加

に
な
り
ま
し
た
。

　

申
す
ま
で
な
く
、
個
体
能
力
の
向
上

は
飼
養
技
術
の
基
本
で
あ
り
、
収
益
に

直
結
す
る
こ
と
よ
り
、
今
後
共
技
術
の

　

乳
価
高
・
頭
数
減
・
能
力
向
上

乳
代
集
計
結
果
よ
り　
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増減15年14年出荷戸数

－10435445那須高原支所

－ 6141147宇 都 宮 支 所

－11162173県 南 支 所

－27738765合　　計
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二
〇
〇
三
年
度
の
農
業
士
認
定
式
が

一
月
七
日
に
県
公
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
組
合
員
か
ら
、
次
の
方
々
が
認
定
を

う
け
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

農
業
士

　
　

永
嶋　

繁
さ
ん
（
市
貝
町
）

　
　

滝
沢
悦
郎
さ
ん
（
高
根
沢
町
）

　
　

遠
藤
清
志
さ
ん
（
那
須
町
）

　
　
　

名
誉
農
業
士

　
　

岡
本
秀
治
さ
ん
（
高
根
沢
町
）

　
　

清
水
忠
彦
さ
ん
（
那
須
町
）

　

農
業
士
認
定
制
度
に
は
、
農
業
士
、

女
性
農
業
士
、
名
誉
農
業
士
の
三
制
度

が
あ
り
ま
す
。
農

業
士
は
地
域
農

業
の
中
核
者
と

し
て
、
自
ら
が

模
範
的
な
農
業

経
営
及
び
農
家

生
活
を
実
践
さ

れ
、
経
営
の
管

理
運
営
等
に
関

し
て
、
高
度
な

　

任
期
満
了
に
伴
う
西
那
須
野
町
議
選

が
一
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
組
合
か
ら
現
職
の
三
名
が
立
候
補
、

即
日
開
票
の
結
果
、
長
浜
昭
一
さ
ん
、

松
原
勇
さ
ん
（
酪
農
と
ち
ぎ
理
事
）、
水

戸
滋
さ
ん
が
当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、

更
な
る
町
政
に
お
け
る
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

知
識
・
技
術
を
有
し
、
地
域
農
業
の
振

興
、
青
年
農
業
者
の
育
成
に
努
め
ら
れ

て
い
る
方
が
、
女
性
農
業
士
は
地
域
農

業
の
中
核
者
と
し
て
模
範
的
な
農
業
経

営
、
農
家
生
活
を
実
践
さ
れ
、
農
村
社

会
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
に
関
し
豊

富
な
知
識
を
有
さ
れ
て
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る

方
、
名
誉
農
業
士
は
農
業
士
・
女
性
農

業
士
と
し
て
十
年
以
上
活
動
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
方
が
対
象
に

な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
認

定
さ
れ
た

皆
様
に
は
、

心
よ
り
の

お
祝
い
と
、

更
な
る
ご

活
躍
を
期

待
申
し
上

げ
ま
す
。
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岡本夫妻岡本夫妻 滝沢夫妻滝沢夫妻

永嶋夫妻 遠藤夫妻 清水夫妻

松 原　 勇 氏

長 浜 昭 一 氏

水 戸　 滋 氏
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四
月
か
ら
、
消
費
者
に
対
す
る
「
値

札
」
や
「
広
告
」
な
ど
に
価
格
を
表
示

す
る
場
合
に
は
、
消
費
税
相
当
額
（
地

方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
）
を
含
ん
だ

支
払
総
額
の
表
示
を
義
務
付
け
る
「
総

額
表
示
方
式
」
が
ス
タ
ー
ト
（
免
税
業

者
を
除
く
）
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
百
円
の
商
品
を
購
入

す
る
場
合
、
実
際
に
支
払
う
金
額
は
百

円
（
商
品
）
＋
五
円
（
消
費
税
）
で
百

五
円
で
す
の
で
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
価

格
表
示
は
百
五
円
（
税
抜
百
円
）
と
な

り
ま
す
。
改
正
の
理
由
と
し
て
、
税
抜

価
格
表
示
で
は
最
終
的
に
支
払
う
価
格

が
分
か
り
に
く
い
事
と
税
抜
価
格
及
び

税
込
価
格
が
混
在
し
、
価
格
の
比
較
が

わ
か
り
に
く
い
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
解
消
す
る
た
め
に
、
値
札
を

見
れ
ば
支
払
総
額
が
一
目
で
分
か
る
総

額
表
示
方
式
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

酪
農
と
ち
ぎ
で
の
対
応

　

総
額
表
示
方
式
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
な

い
、
担
当
税
務
署
員
と
打
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
従
来
通
り
の
納
品
書
等
の
帳
票

書
類
で
も
問
題
な
い
と
の
結
果
を
得
ま

し
た
。
尚
、
総
額
表
示
す
べ
き
取
引
が

発
生
し
た
場
合
に
は
柔
軟
に
対
応
し
て

� �����������������������������������������������������������������������������������������

　

栃
木
県
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
主

催
に
よ
る
、
第
二
十
九
回
栃
木
県
酪
農

発
表
会
が
二
月
五
日
（
木
）
に
宇
都
宮

市
の
「
ホ
テ
ル　

コ
ン
セ
ー
レ
」
で
行

わ
れ
、
青
年
部
・
女
性
会
員
が
多
数
出

席
し
て
研
修
し
ま
し
た
。
当
日
の
発
表

会
は
冒
頭
、
前
田
忠
利
会
長
よ
り
、「
優

秀
な
酪
農
経
営
と
貴
重
な
体
験
を
発
表

さ
れ
、
意
見
交
換
を
通
じ
、
経
営
の
合

理
化
・
近
代
化
を
め
ざ
し
、
生
産
性
の

高
い
安
定
経
営
確
立
に
向
け
精
進
願
い

た
い
」
の
挨
拶
に
続
き
、
渡
辺
透
委
員

長
か
ら
審
査
並
び
に
助
言
者
の
紹
介
を

経
て
、
第
一
部
か
ら
発
表
と
な
り
ま
し

た
。

　

発
表
時
間
は
二
十
分
、
質
疑
応
答
五

分
の
制
限
時
間
の
な
か
、
発
表
者
の
皆

様
は
毅
然
た
る
態
度
で
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
環
境
条
件
、
経
営
の
発
展
、
堅
実

性
、
安
定
性
、
資
源
の
活
用
等
、
様
々

な
観
点
か
ら
発
表
、
質
疑
が
行
わ
れ
、

実
の
あ
る
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
結
果
並
び
に
講
評
を
星
純
一
氏

（
酪
農
試
験
場
）
か
ら
頂
き
、
褒
賞
授

与
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

第
一
部　

酪
農
経
営
発
表
部
門

①
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
酪
農
経
営
を

目
指
し
て

　

藤
沼　

一
裕
（
栃
酪
）

第
二
部　

酪
農
に
関
す
る
意
見
、
体
験

発
表
部
門

①
楽
農
め
ざ
し
て

　

永
嶋
志
保
子
（
酪
農
と
ち
ぎ
）

②
就
農
し
て
十
年

　

鈴
木　
　

積
（
酪
農
と
ち
ぎ
）

③
六
年
も
経
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

　

石
黒　

智
子
（
栃
酪
）

④
仲
間
と
共
に
歩
む

　

相
馬　

健
一
（
酪
農
と
ち
ぎ
）

参
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

購
買
品
に
つ
い
て

　

（
価
格
表
・
納
品
書
・
請
求
書
）

　

従
来
通
り
の
方
式
を
採
用
し
ま
す
。

理
由
と
し
て
は
、
特
定
さ
れ
る
組
合
員

と
の
取
引
に
は
、
総
額
表
示
方
式
義
務

の
対
象
で
あ
り
ま
せ
ん
。

乳
代
精
算
書
に
つ
い
て

　

従
来
通
り
の
様
式
に
よ
り
通
知
致
し

ま
す
。

　

購
買
品
等
と
同
様
の
理
由
と
、
一
ヶ

月
間
の
集
計
に
基
づ
い
て
精
算
す
る
場

合
は
、
合
計
額
に
消
費
税
を
付
加
し
精

算
し
て
も
差
し
支
え
な
い
た
め
で
す
。

そ
の
他

　

消
費
税
が
付
加
さ
れ
る
奨
励
金
等
に

つ
い
て
も
、
案
内
文
書
及
び
明
細
等
も

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
診
療
・
ヘ

ル
パ
ー
等
の
精
算
に
つ
い
て
も
同
様
で

す
。
尚
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
消
費
税

の
免
税
事
業
者
が
、
三
千
万
か
ら
一
千

万
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
の
で
ご
留
意

下
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
等
が
御
座
い
ま
し
た
ら
、

所
轄
支
所
・
事
業
所
等
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
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四
月
か
ら「
消
費
税
込
み

総
額
表
示
方
式
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

那
須
高
原
支
所

青
年
部
大
田
原
支
部
勉
強
会
並
び
に

女
性
会
大
田
原
支
部
視
察
研
修

　

十
二
月
七
日
（
日
）
青
年
部
大
田
原

支
部
は
隣
接
地
域
内
優
秀
視
察
勉
強
会

と
し
て
、
機
関
誌
十
四
号
「
生
涯
検
定

推
奨
牛
」
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
、
塩
原

町
の
渡
辺
牧
場
（
渡
辺
透
氏
）
を
視
察

し
ま
し
た
。
視
察
内
容
は
、
飼
養
管
理

全
般
に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
と
し
、
牛
舎

内
を
見
学
し
な
が
ら
飼
養
状
況
及
び
各

ス
テ
ー
ジ
に
対
し
て
の
考
え
方
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
お
互
い
の
意
見
の
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
「
良
い
牛
を

見
て
目
を
肥
や
せ
」
の
言
葉
に
、
渡
辺

さ
ん
の
改
良
に
対
す
る
熱
意
に
青
年
部

員
全
員
が
共
感
さ
せ
ら
れ
た
視
察
で
し

た
。

　

十
二
月
三
日
女
性
会
大
田
原
支
部
は

劇
団
四
季
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
マ

ン
マ
ミ
ー
ヤ
）
を
観
賞
に
行
き
ま
し
た
。

澄
み
渡
る
歌
声
と
ダ
ン
ス
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
母
娘
の
愛
を
描
い
た
作
品
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
中
に
お
い
て

は
、
酪
農
に
係
る
情
報
交
換
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
感
想
な
ど
を
話
し
合
い
、
懇

親
を
深
め
た
一
日
で
し
た
。

　

宇
都
宮
支
所

宇
都
宮
支
所
活
動
推
進
協
議
会
並
び

に
三
地
域
酪
農
組
合
合
同
講
演
会

　

一
月
十
四
日
、
高
根
沢
町
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
に
て
、
日
光
東
照
宮
教
学
室
長

の
「
高
藤
晴
俊
」 
禰
宜 
を
招
い
て
、『
世

ね　

ぎ

界
文
化
遺
産
・
日
光
東
照
宮
再
発
見
』

と
称
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
前
日
に
大
雪
が
降
り
、
積

雪
し
た
悪
路
に
も
係
ら
ず
、
組
合
員
さ

ん
等
三
十
一
名
が
出
席
し
、
高
藤
氏
の

文
化
遺
産
等
の
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

始
め
に
協
議
会
長
の
小
林
幸
雄
氏
が
、

「
今
日
は
酪
農
の
こ
と
を
頭
か
ら
切
り

離
し
、
心
新
た
に
世
界
遺
産
に
指
定
さ

れ
た
日
光
東
照
宮
の
文
化
財
を
知
り
、

郷
土
知
識
豊
か
な
一
県
民
に
な
り
ま

し
ょ
う
。」
と
挨
拶
し
、
次
い
で
相
馬
副

組
合
長
よ
り
組
合
の
運
営
現
況
に
つ
い

て
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
ス
ラ
イ
ド
映
像
を
見
な
が
ら

の
ご
講
話
で
、「
徳
川
家
康
が
一
六
一
六

年
に
没
し
久
能
山
に
埋
葬
さ
れ
、
翌
年

日
光
に
改
葬
さ
れ
た
。
何
故
改
葬
さ
れ

た
の
か
、
ま
た
そ
の
先
が
日
光
な
の

か
。」な
ど
方
位
学
か
ら
の
見
地
で
説
明

が
な
さ
れ
、
続
い
て
建
造
物
の
彫
刻
の

持
つ
物
語
と
そ
の
意
味
を
面
白
可
笑
し

く
解
い
て
頂
き
、
一
時
間
半
の
講
演
時

間
も
十
五
分
程
延
長
し
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
時
間
が
あ
れ
ば
も
う
少
し
詳
し
い

お
話
し
を
聞
き
た
い
と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
日
光
東
照
宮
に
お
出
で
頂
き

た
い
と
の
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
か
ら
宇
都
宮

税
務
署
の
渡
辺
上
席
国
税
調
査
官
に
よ

る
、
平
成
十
五
年
度
税
制
改
正
の
説
明
、

特
に
消
費
税
に
関
す
る
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
消
費
税
の
し
く
み
や
申
告
・
納

付
、
届
出
の
時
期
、
方
法
、
そ
の
時
の

注
意
事
項
な
ど
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
い
要
点
を
わ
か
り
易
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
非
常
に
有
意
義
な
講
習
と
な

り
ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

地
域
の
活
動
近
況

　

各
地
域
に
お
け
る
活
動
を
報
告
し
ま

す
。

十
一
月
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�
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� �����������

生
乳
販
売
部

　

生
乳
生
産
回
復
傾
向
に
！

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

〇
河
内
南
部
・
下
都
賀
地
域
酪
農
組
合

　

研
修
会
・
畜
産
試
験
場
桧
山
牧
場

〇
青
年
部
芳
賀
支
部
・
北
海
道
視
察

〇
女
性
会
河
内
南
部
・
下
都
賀
支
部
研

研
修
会
・
東
京
六
本
木
ヒ
ル
ズ

〇
青
年
部
河
内
南
部
・
下
都
賀
支
部
・

第
二
回
酪
農
座
談
会
・
講
師
那
須
高

原
支
所
長
藤
田
常
美

〇
町
民
祭
・
茂
木
町
、
芳
賀
町
、
益
子

町
、
市
貝
町
、
真
岡
市

　

酪
農
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
乳
製
品
の

試
飲
・
販
売

〇
真
岡
市
乳
用
牛
共
励
会

　

真
岡
市
長
賞
第
一
部
柳
憲
一
様

　
　
　
　
　
　

第
二
部
柳
宗
一
様

〇
環
境
美
化
花
の
苗
の
配
布

〇
地
域
酪
農
組
合
・
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
説
明
会

十
二
月

〇
生
研
セ
ン
タ
ー
視
察

〇
県
南
支
所
ゴ
ル
フ
愛
好
会
・
第
一
回

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
関
東
国
際
Ｃ
Ｇ

〇
青
年
部
堆
肥
共
励
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

　

優
秀
賞
五
点

　
　

㈲
岡
田
牧
場
、
笹
島
政
光
、
柳
文

�
�
�
���

男
、
藤
田
哲
郎
、
大
阿
久
要

〇
芳
賀
地
域
酪
農
組
合
・
前
田
組
合
長

と
の
懇
談
会

〇
女
性
会
河
内
南
部
・
下
都
賀
地
域
支

部
・
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
作
り

〇
女
性
会
芳
賀
支
部
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
・
講
師
藤
田
洋
子
さ
ん

一
月

〇
新
年
会
・
益
子
町
、
谷
貝
新
田
、
市

貝
町
、
沖
、
芳
賀
町
、
上
三
川
町
青

年
部
芳
賀
支
部

〇
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
県
南
支
部

ヘ
ル
パ
ー
懇
談
会

〇
河
内
南
部
・
下
都
賀
地
域
酪
農
組
合

・
前
田
組
合
長
と
の
懇
談
会

〇
女
性
会
芳
賀
・
河
内
南
部
・
下
都
賀

支
部
・
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

〇
青
年
部
河
内
南
部
・
下
都
賀
支
部
・

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
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１月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：頭，千円（税込）〕

５５１　
 以上

５０１　
 ～５５０

４５１　
 ～５００

４０１　
 ～４５０

３５１　
 ～４００

～３５０
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

４５６９２５６１９８４６２２３５１月１４日釧 路

１５８９１５８５３８１４８２３２４１月１５日根 室

５３７９８９２９１７１４９９２６８１月１６日豊 富

１１６２３７１５０６１１３６５０５５８３１月２０～２１日十 勝

４３１００１５５５１１０２４９３３６１１月２２日北 見

２３１５６１６４４２５０６７１８４９３１,７７１合 計

４６９６３１８１８４３８１２３２８４９３２,５０７前 月

５０９６７２３２３１５３５６４７０１,７１３前年同月

〔単位：円（税込）〕平成16年１月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

４７,４２８３,１５０７０,３５０－１３０ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１１１,３３３３６,７５０１５７,５００－６３Ｆ１雄

６４,４５８１９,９５０９３,４５０－５４Ｆ１雌

４３,８６７１２,０００５９,０００６９１５ホルス雄

十
七
日

館　

林
１４１,５００８６,０００１７３,０００７３１８Ｆ１雄

８５,４１４４３,０００１１８,０００６９２９Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

酪　

農　

部

　

経
産
枝
肉
相
場
一
・
七
倍

　

米
国
で
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
の
影
響
で
、

輸
入
牛
肉
と
同
様
に
国
産
牛
肉
（
主
に

乳
用
種
）
の
価
格
が
値
上
が
り
し
て
い

ま
す
。

　

㈱
全
日
本
農
協
畜
産
公
社
に
販
売
さ

れ
た
乳
用
種
経
産
牛
の
枝
肉
平
均
単
価

を
調
べ
集
計
し
ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

当
組
合
扱
い
で
も
価
格
上
昇
が
顕
著
で

あ
り
、
米
国
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
前
の
十
二
月

第
三
週
と
発
生
直
後
の
一
月
第
一
週
を

比
較
す
る
と
、
一
・
七
倍
と
な
り
、
最

高
（
枝
肉
格
付
Ｂ
―
２
）
は
枝
肉
重
量

四
七
〇
㎏
で
七
〇
〇
円
／
㎏
で
し
た
。

枝
肉
重
量
が
三
八
〇
㎏
以
上
で
肉
質
の

良
い
も
の
が
高
く
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
か
ら
の
輸
入
再
開
の
め
ど
が
立

た
な
い
為
、
豪
州
産
へ
の
代
替
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
米
国
産
約
二
十

四
万
ｔ
全
量
を
補
う
事
は
難
し
く
、
こ

の
状
況
は
し
ば
ら
く
続
く
事
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
米
国
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
が
長

期
化
す
れ
ば
、
外
食
産
業
の
低
迷
や
牛

肉
離
れ
等
に
よ
る
消
費
の
落
ち
込
み
を

招
き
、
景
気
に
影
響
す
る
と
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

国
産
牛
肉
は
、
厳
し
い
検
査
に
合
格

し
た
安
全
な
も
の
し
か
食
卓
に
上
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
情
勢
は
心
配

で
す
が
、
冷
静
な
対
応
が
必
要
で
す
。

我
々
、
畜
産
物
を
供
給
す
る
側
と
し
て

も
、
経
産
肥
育
牛
の
有
利
販
売
は
重
要

で
す
が
、
併
せ
て
国
産
牛
肉
の
安
全
性

を
強
く
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
も

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

生
乳
生
産
は
、
昨
年
夏
が
冷
夏
傾
向

と
な
り
、
秋
以
降
も
乳
牛
に
と
っ
て
良

好
な
気
候
だ
っ
た
事
か
ら
好
調
な
生
産

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月
に
〇

・
七
％
増
と
前
年
を
上
回
り
、
十
二
月

に
つ
い
て
も
一
・
五
％
増
と
堅
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
府
県
に
お

い
て
も
〇
・
五
％
増
と
回
復
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販

売
実
績
を
み
る
と
、
飲
用
牛
乳
向
け
販

売
量
は
前
年
比
九
八
・
八
％
と
十
一
月

か
ら
は
若
干
回
復
し
た
も
の
の
、
醗
酵

乳
等
向
け
が
九
九
％
と
前
年
を
下
回
り

ま
し
た
。
ま
た
、
特
定
乳
製
品
向
け
は

前
年
比
一
二
六
・
八
％
と
増
加
し
、
需

給
は
緩
和
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

乳
質
は
無
脂
固
形
分
率
（
八
・
九
二

％
）・
脂
肪
率
（
四
・
〇
八
％
）
と
も
前

年
並
み
の
良
好
な
成
績
と
な
り
、
細
胞

数
に
つ
い
て
も
前
年
を
約
三
万
向
上
し

て
お
り
ま
す
。

　

十
二
月
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
前

記
の
と
お
り
で
す
。 
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�三
 
　

平
成
十
六
年
度
配
合
飼
料
・
混

合
飼
料
及
び
粗
飼
料
供
給
量
別
利

用
奨
励
金
措
置
の
実
施
に
つ
い
て

　

�四
 
　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
・
支
所
建
設
に

伴
う
汚
水
処
理
業
者
及
び
事
業
費

に
つ
い
て

　

�五
 
　

専
門
委
員
会
開
催
に
つ
い
て

一
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
五
年
度
生
産
者
支
払
乳

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
を
中

心
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
大
躍
進
の
年
で
し

た
。
主
な
回
線
種
を
示
し
ま
す
と
、
左
記

の
様
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

(5
6
kb
p
s)

　

〇
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ  
 
  
 
  

(6
4
kb
p
s)

　

〇
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ  
 
  
 
  

　

〇
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ(  1.5M

bps
45M

bps

    
   
〜   
   )  

(1
0
0
M
b
p
s)

　

〇
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ  
 
 
 
 
 
  

1
M
b
p
s
1
,0
0
0
kb
p
s

　
 
 
 
 
 
は 
  
 
 
  
 
 
で
す
。
速
度

は
表
示
さ
れ
て
い
る
数
値
が
そ
の
ま
ま
出

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
と
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
は
大
き
な
速
度
差
が
あ
り
ま
す
。

(8
M
b
p
s)

ま
た
、
例
え
ば
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ  
 
 
 
  
と
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
速
度
差
は
理
論
値
で
百
二
十
五

倍
程
で
す
が
、
速
度
が
百
二
十
五
倍
に

な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
料
金
も
百
二
十

五
倍
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
安
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

欠
点
と
し
て
は
、
ノ
イ
ズ
に
弱
い
、
距

離
な
ど
で
減
衰
等
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
）
で
す
が
、

こ
れ
は
ノ
イ
ズ
に
関
係
な
く
、
速
度
も
更

に
高
速
で
す
。
コ
ス
ト
、
対
応
地
域
の
問

題
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
方
で

対
応
地
域
の
拡
大
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
昨
年
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
大
き
く
普
及
し

た
よ
う
に
、
今
年
は
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
が
普
及
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

価
及
び
一
月
分
生
産
者
支
払
乳
価

に
つ
い
て

　

�三
 
　

総
務
委
員
会
・
建
設
委
員
会
報

告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

十
二
月
度
及
び
四
月
〜
十
二
月

度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

生
ク
リ
ー
ム
向
け
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
牛

乳
商
品
の
消
費
拡
大
だ
が
、
昨
年
の
よ

う
に
冷
夏
や
悪
天
候
な
ど
の
自
然
現
象

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
く

ら
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
も
効
果
が
表
わ

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ど
ん
ど
ん
宣
伝

費
を
か
け
る
こ
と
も 
躊  
躇 
さ
せ
ら
れ
る
。

ち
ゆ
う 
ち
よ

　

と
は
言
え
安
全
・
安
心
・
お
い
し
い

牛
乳
は
消
費
者
か
ら
強
い
支
持
を
受
け

て
お
り
、
品
質
の
良
い
も
の
が
良
く
売

れ
る
傾
向
に
は
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

生
産
段
階
で
も
販
売
を
担
当
す
る
側
に

お
い
て
も
、
地
道
な
努
力
が
ま
す
ま
す

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

も
う
一
つ
の
考
え
方
は
、
計
画
生
産

で
の
生
産
調
整
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
乳
生
産
の
絶
対
量
を
減
少
し
加

工
率
を
低
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
加
工
乳
を
多
く
生
産

す
る
地
域
と
関
東
の
よ
う
に
大
部
分
が

飲
用
乳
と
し
て
消
費
さ
れ
る
地
域
と
で

は
そ
の
性
格
が
異
な
り
、
同
一
の
考
え

方
で
は
不
適
当
で
あ
る
。
関
東
は
生
産

者
も
飼
養
頭
数
も
生
乳
生
産
量
も

年
々
減
少
し
て
お
り
、
生
産
意
欲
を
損

な
う
生
産
調
整
は
実
施
で
き
る
状
況

で
は
な
い
、
と
言
う
の
が
関
東
の
生
産

者
代
表
の
一
致
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

　

脱
粉
の
問
題
は
解
決
し
て
ゆ
か
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
生
産
調
整
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
は
今
後
充
分
に
検
討
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
関
東
地
域
の
考
え

方
と
し
て
は
、
減
産
は
行
わ
ず
中
酪
の

計
画
を
オ
ー
バ
ー
し
て
枠
の
確
保
が

生
じ
た
場
合
全
体
で
負
担
す
る
、
ま
た

目
標
値
や
目
標
年
を
掲
げ
、
仮
に
五
年

間
は
減
産
を
行
わ
な
い
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
売
れ
る
牛
乳
を

生
産
す
る
こ
と
を
旨
と
し
「
需
要
期
増

産
・
不
需
要
期
生
産
抑
制
」
の
奨
励
制

度
を
充
分
検
討
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　

十
六
年
度
の
方
針
が
決
定
次
第
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｗ
）

　

今
、
酪
農
業
界
最
大
の
懸
案
事
項
は

脱
粉
の
過
剰
在
庫
問
題
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
中
央
で
種
々
論
議
が
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

脱
粉
の
在
庫
を
減
少
さ
せ
る
に
は
、

脱
粉
を
原
料
と
す
る
商
品
を
新
た
に
開

発
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
各
メ

ー
カ
ー
・
業
界
と
も
新
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
な
か
な
か
難
し

い
よ
う
で
あ
る
。

　

脱
粉
を
海
外
援
助
の
た
め
に
役
立
て

る
案
に
は
、
援
助
を
受
け
る
側
の
国
に

問
題
が
多
い
と
の
こ
と
で
援
助
の
可
能

性
は
低
く
話
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

詰
ま
る
と
こ
ろ
、
加
工
（
バ
タ
ー
と

脱
粉
）
に
回
る
原
乳
を
減
ら
す
こ
と
に

目
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
、
飲
用
向
け
・
は
っ
酵
乳
向
け
・
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